
横浜市都市計画マスタープラン（全市プラン）

の改定素案の策定について

資料１

建築・都市整備・道路委員会
令 和 ６ 年 ９ 月 1 7 日
都 市 整 備 局



○ 都市計画マスタープランは、都市計画法第18条の２に規定されている

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」です。

○ 現行の都市計画マスタープラン（全市プラン）が令和７年に目標年次を迎えるため、

令和５年11月に都市計画審議会から受領した「改定の基本的考え方」についての

答申などを踏まえ、改定素案を作成しました。

○ 今後、素案説明会やパブリックコメント等の手続きを進めていきます。

１ 都市計画マスタープランとは
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２ 都市計画マスタープラン（全市プラン）の構成
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第２章 都市づくりのテーマと方針
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(1) 多様な主体との連携

(2) デジタル技術の活用

(3) 都市のデザイン

(4) 土地利用制度の戦略的な活用

巻末

都市計画マスタープランの構成 など



３ 身近でわかりやすい５つのテーマで構成

協働で都市づくりを進めていくツールとするため、市民生活や企業活動に身近でわかりやすい

【経済・暮らし・にぎわい・環境・安全安心】という、５つのテーマで新たに構成します。

２ 各地域の魅力を高め、子育てしたいまちを実現する

横浜の多様な魅力をさらに高めることで、子育て世代をはじめ、あらゆる世代

が成長と豊かさを感じられるまちづくりに取り組みます。

１ 横浜が率先して脱炭素社会を実現する

2050年の脱炭素化に向けて、都市づくり全般において、脱炭素社会の実現

に資する取組をより一層推進します。

４ 適切な規制緩和などにより、投資を積極的に呼び込む

持続的な成長を促していくため、適切な規制緩和などにより、都市づくりの

投資を積極的に呼び込みます。

５ 公共空間の柔軟な利活用により、まちを使いこなす

市民や企業の皆様の優れた取組やアイデアを実現するため、公共空間などを

柔軟に利活用していきます。

３ 都市計画マスタープラン（全市プラン）の特徴（はじめに）
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４ 将来の都市像（第１章）

〇 目指す都市の姿

• 幸福な市民生活の実現、企業活動による持続的な経済成長を、豊かな自然環境と
共生しながら支えていく都市

• 都市のあらゆる地域にＧＸを組み込んでいくことなどにより、子育て世代を
はじめとしたあらゆる世代の人々が成長と豊かさを感じられる都市

〇 都市づくりの基本理念

未来をひらく 次世代に誇れる都市づくり

〇 目標年次

2040年



４ 将来の都市像（第１章）

〇 都市構造

• 「横浜都心・新横浜都心」における、地域
特性を踏まえた都市機能の集積や、二つの
都心で互いに機能補完する、魅力と活気の
あふれる都心の形成

• 都市基盤の整備・更新や、都市基盤のポテ
ンシャルを最大限活用する都市機能の集積
や多様な住まいの供給等による｢地域拠点｣
の形成

• 京浜臨海部や、臨海南部、内陸部での産業
集積を生かした拠点形成など、国際競争力
のある｢産業拠点｣の形成や、｢国際的な物流
拠点｣の国際コンテナ戦略港湾における機能
強化

• 新たな価値を創造し、横浜の未来につなが
る「郊外部の活性化拠点」の形成

• これらの拠点等と首都圏、全国をつなぐ高
速道路や新幹線・鉄道等、国内外へアクセ
スする海路・航空路等により、｢広域的な
交通ネットワーク｣を形成
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広域的な交通ネットワーク拠点

【凡例】



５ 都市づくりのテーマと方針（第２章） - 経済 -

・ 都心部での地域特性を生かした業務機能の強化

・ 国際競争力の強化に向けた産業機能の強化

・ 産業エリアのまちづくりと連動したブランディング

・ 今後重要性の高まる分野を見据えた産業育成

I 産業の拠点づくりとブランド強化
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・ 脱炭素等の社会課題の解決や
先端技術の研究開発の促進

・ 更なる企業集積と合わせた
オープンイノベーションの場と機会の創出

・ 創造や出会いの場となる環境整備

・ 地域経済の循環を促す身近な働く場の創出

・ キャンパスや周辺地域の特性を踏まえた、
大学とまちとの連携強化

・ 大学等の再投資や機能強化の推進

イノベーションとクリエイションの創出

・ 道路や鉄道などの立地ポテンシャル
を生かした戦略的な土地利用

・ 着実な基盤の整備・保全による
ネットワーク形成・強化・維持

3 ネットワークの強化と戦略的な土地利用

方針と項目
◆ 方針図
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・ 適正な高度利用や用途の誘導などによる、
地域特性に応じた住環境の整備

・ 多様な機能の充実

・ 新たな図書館像の実現

I 多様な暮らしかた・働きかたの実現

方針と項目

2
・ 暮らしに身近なオープンスペースの柔軟な利活用

・ 質の高いリノベーションやコンバージョンの誘導

・ 地域活力の再生につながる総合的な
空家等対策の推進

・ 郊外大規模団地や郊外住宅地の再生

・ 地域活動の拠点づくりの推進

みんなが活躍できる場と機会の創出

・ 持続可能な地域交通の実現

・ 多様な移動手段に対応した通行環境整備

・ 地域情報等へのアクセス環境の充実

3 きめ細かな移動手段の

導入等によるアクセス向上
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６ 都市づくりのテーマと方針（第２章） - 暮らし -

◆ 方針図



方針と項目

2
・ 地域ごとの資産・個性を生かした
にぎわいの創出や地域活力の向上

・ 既存ストックを利用した地域の
交流・にぎわいの場づくり

・ 文化芸術による都市空間の創造的な活用

市民の愛着を育む、地域のにぎわいづくり

・ 地域住民や来街者一人ひとりのニーズに対応する
更なる回遊性・移動環境の向上

・ 公共空間の積極的な利活用

・ 夜も朝も楽しめる環境づくり

・ 地域のブランド形成による
交流人口や関係人口の拡大

3 ワクワクが途切れない、

快適な滞在空間・移動環境づくり

国内外の来街者を惹きつける、

にぎわい拠点の形成

・ 横浜都心及び新横浜都心での
商業・文化・娯楽・観光機能の更なる集積

・ 土地利用転換等を契機とした拠点の形成

・ 国際都市として多くの人を惹きつける、多様な
コンテンツと連携した更なるにぎわいの場づくり

I
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７ 都市づくりのテーマと方針（第２章） - にぎわい -

◆ 方針図



方針と項目

・ 海や河川、公園等、水・緑を身近に感じ、
地域を活性化する新たな交流や潤いが生まれる
まちづくりの推進

・ 潤いや安らぎを身近に感じられる都市景観の形成

I 自然を身近に実感できるまちづくり
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・ 都市と農・緑が共生するまちづくりの推進

・ 地域の魅力が生きる多様で豊かな自然的環境や
景観の保全・創出

・ 多様な生き物が生育・生息できる環境の形成

水・緑の魅力を高めるまちづくり

・ 環境負荷の低減につながる
交通インフラ等の形成

・ 日本をリードする脱炭素化に向けた、
建築・まちづくりの推進

・ 気候変動への適応策の推進

・ 循環型の都市環境の構築

・ 環境課題や社会課題の解決
に向けた取組の推進

3 持続可能な未来と豊かな生活につながる、
気候変動への対応
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８ 都市づくりのテーマと方針（第２章） - 環境 -

◆ 方針図



方針と項目

・ 地域の個性や立地条件を踏まえた
地震や火災への対策

・ 気候変動に伴い激甚化・頻発化する
風水害への対策

・ 都市における多様な災害への対策

・ 災害リスクの低減に向けた
土地利用の誘導と安全な市街地の形成

I まちの特性に応じた災害への備え
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・ インフラの強靭化や広域的な防災拠点の整備

・ 安全な避難先や避難路の確保

・ 円滑な復興まちづくりにつながる
市民の意識醸成やまちづくり活動の推進

災害時の都市機能の確保と円滑な復興

・ 日常の取組が災害時にも生きる
「フェーズフリー」なまちづくり

・ 自助・共助の体制強化

3 日常から「もしも」に備えるまちづくり
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９ 都市づくりのテーマと方針（第２章） - 安全安心 -

◆ 方針図



10 実現に向けて（第３章）
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１ 多様な主体との連携

横浜に住んでいる人や働いている人、これからを担う子どもたち、

様々な分野の企業・団体、学校など、あらゆる主体が互いに連携しながら

まちづくりに主体的に関わることで、今までになかったまちの魅力を

発見・創出し、いっそう魅力的なまちとしていきます。

２ デジタル技術の活用

デジタル技術の活用によるデータのオープン化等により、社会・地域

課題の解決や、多様なライフスタイルへの対応、新しい産業の創出など、

市民や企業による新しい都市づくりの取組を活発化していきます。

３ 都市のデザイン

まちの主役である“人”を大切に、市民・企業・行政が協働し、その

地域が本来持つ“らしさ”と、新しい視点を上手く混ぜ合わせることで、

個性と魅力ある、人の心を動かす都市をデザインしていきます。

４ 土地利用制度の戦略的な活用

土地利用に関する規制を緩和・見直すことにより、

民間企業の技術力や経営能力、資金力を最大限に

生かせる環境を創り出します。

今後、具体的な制度や手法を取りまとめた

「土地利用誘導戦略」を策定していきます。

■ 業務・商業機能の集積に向けた高度利用の誘導

■ 都心機能強化につながる居住機能の立地誘導

■ 研究開発環境の整備につながる用途規制の見直し

■ 大学の機能強化に向けた土地利用誘導

■ 郊外部等の主要駅周辺への居住誘導

■ 都市機能と農業機能を強化する土地利用誘導

■ 脱炭素のまちづくりに向けた土地利用誘導 等

土地利用誘導戦略の項目（案）



○ 今後、素案説明会やパブリックコメントを実施後、いただいたご意見を踏まえて

案を作成します。

その後、都市計画審議会へ付議し、令和７年度に改定の予定です。

○ 全市プランの改定後、速やかに区プランの改定を進めていきます。

11 今後のスケジュール（予定）

12

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

全市
プラン

小委員会
（全６回）

市民対話 等

素
案
の
策
定

素案
説明会

案
の
策
定

改

定

常任委員会報告（本日）

常
任
委
員
会

報
告

パブリック
コメント

都
市
計
画
審
議
会

審
議

都
市
計
画
審
議
会

諮
問

都
市
計
画
審
議
会

答
申

R5.9月

ＳＮＳ等を活用した
意見募集

市民向け
ワークショップ

業界団体
との

意見交換

常
任
委
員
会

報
告

R5.３月
R6.12月

常任委員会報告

10/1～31

10/14～21

































































3



2

3

2

3

2

3



2

3

3

2

Photo abanba

5



https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kan
kyo/toshiseibi/sogotyousei/plan/kaiteikentou.html#douga

tb-toshimas@city.yokohama.jp

045-664-4539

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/
residents/procedures/apply/a50bfe11-fe59-4c45-
8854-dcdaf26d3684/start

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kan
kyo/toshiseibi/sogotyousei/plan/kaiteikentou.html#soan



https://shinsei.city.yokohama.lg.
jp/cu/141003/ea/residents/proc
edures/apply/57931e74-d8d2-
4472-bc95-239765977c6f/start

tb-toshimas@city.yokohama.jp
045-664-4539
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